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１．概要 

ＦＨ８２０Ｍ２９は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ用のコントロールモジュールＦＨ８２０用のマイコンパ

ックとなっており、ルネサスエレクトロニクス社製：ＳＨ７２５３１Ｄを対象機種とします。 

その他のマイコンへの対応については、弊社または代理店へお問い合わせください。 

本マイコンパックをご使用できるコントロールモジュールは、下記のとおりになっております。 

 

 【 対応コントロールモジュール 】 

ＦＨ８２０ Ｖｅｒ．１２．０８以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ ご注意 ＞ 

本マイコンパックは、所定のコントロールモジュールとの組み合わせで使用することができます。 

所定のコントロールモジュール以外との組み合わせでは、使用しないで下さい。 

マイコンパック取扱説明書には、マイコンパック固有の取り扱い上の注意事項が記されていますので、

ご利用にあたっては、必ず取扱説明書をお読みください。 

本マイコンパックを使用するにあたり、リモートコントローラ(ＡＺ４９０)を用います。 

マイコンパックのロード方法につきましては、第４章をご参照ください。 

尚、ご不明な点がございましたら、弊社または代理店へお問い合わせください。 

 

【 確認事項 】 

 ご使用になられるマイコンとメモリサイズ、電源仕様などが正しいことを、ご確認ください。 

 パラメータの値が正しくない場合は、マイコンを破壊する恐れがございますので、 

 十分に注意してください。 

 

ご不明な点は、弊社または代理店へお問い合わせください。 
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２．仕様 

 

２－１．対象マイコンと仕様 

特に記載なき項目は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ標準に準じます。 

 

マイコンパック型名 ＦＨ８２０Ｍ２９ 

マイコン ＳＨ７２５３１Ｄ 

ユーザ 

フラッシュメモリ容量 
１．２５Ｍｂｙｔｅ      *1 

ユーザ 

フラッシュメモリアドレス 
＃００００００００ ～ ＃００１３ＦＦＦＦ   *1 

ユーザブート 

フラッシュメモリ容量 
３２Ｋｂｙｔｅ     *1 

ユーザブート 

フラッシュメモリアドレス 
＃００００００００ ～ ＃００００７ＦＦＦ   *1 

ＥＥＰＲＯＭ容量 ３２Ｋｂｙｔｅ      *1 

ＥＥＰＲＯＭアドレス ＃８０１０００００ ～ ＃８０１０７ＦＦＦ   *1 

オブジェクトファイル 

フォーマット 

インテルＨＥＸ 

モトローラＳ 

バイナリ 

デフォルト モトローラＳ 

ターゲットインタフェイス 

ＵＡＲＴ（非同期通信）インタフェイス 

２４００／４８００／９６００／１９２００／３１２５０／ 

３８４００／６２５００／７６８００／１０４００ｂｐｓ 

 

ＣＳＩ（同期通信）インタフェイス   *2 

６２．５Ｋ／１２５Ｋ／２５０Ｋ／５００Ｋ／８５０Ｋ／１．２５Ｍ 

２．５Ｍｂｐｓ 

□ ＭＳＢファースト      ■ ＬＳＢファースト 

デフォルト ＣＳＩ ２．５Ｍｂｐｓ 

ベリファイモード ■ＦＵＬＬベリファイ  ■ＳＵＭ ベリファイ 

デフォルト ＦＵＬＬベリファイ 

書き込み時のターゲット 

マイコン動作周波数 

動作クロック     *3 

６４ＭＨｚ ～ １６０．０ＭＨｚ 

入力クロック 

１６ＭＨｚ ～ ２０．０ＭＨz 

マイコンの動作電圧 
３．０Ｖ ～ ３．６Ｖ（Ｖｃｃ） 

４．５Ｖ ～ ５．２５Ｖ（ＰＶｃｃ） 
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＊１：本マイコンパックはユーザメモリ／ユーザブートメモリ及びＥＥＰＲＯＭの書き換えに対応し

ています。詳細はコントロールモジュールインストラクションマニュアル「第 8章」をご参照

ください。 

ユーザメモリ及びＥＥＰＲＯＭについてはＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ上のバッファメモリには以

下のように仮想的に配置されます。 

 

Address Object File  Address Buffer 

Memory 

 Address Target 

Memory 

#00000000 

 

 

 

 

 

#0013FFFF 

User Mat  #00000000 

 

 

 

 

 

#0013FFFF 

User Mat  #00000000 

 

 

 

 

 

#0013FFFF 

User Mat 

   #00140000 EEPROM    

#80100000 EEPROM   

#00147FFF 

  #80100000 

 

EEPROM 

#80107FFF      #80107FFF  

 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのバッファメモリの見え方は以下表のようになります。 

 

メモリ名称 本来の先頭アドレス 
ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳの 

バッファメモリ先頭アドレス 

ユーザメモリ ＃００００００００ ＃００００００００ 

ＥＥＰＲＯＭ ＃８０１０００００ ＃００１４００００ 

 

 

 

＊２：入力周波数によって設定可能なＭａｘボーレートが異なります。 

入力周波数２０．０ＭＨｚ時にＭａｘ２．５Ｍｂｐｓとなります。 

   詳細についてはＳＨ７２５３１Ｄのハードウェアマニュアルをご参照ください。 

 

＊３：プログラミング時の内部クロック（逓倍比率）は逓倍比設定によって異なります。 

   逓倍比設定については“２－２．逓倍比設定”をご参照ください。 
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２－２．逓倍比設定 

 

・ ＭＣＵ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ Ｍｏｄｅ【 ＦＵＮＣ Ｄ４ 】 

逓倍比を指定するクロックモードとして、次の２つのモードが定義されています。 

 

モード 
Ｍｕｌｔ４ 

モード 

Ｍｕｌｔ８ 

モード 

ＡＺ４９０上の設定値 ００００ ０００１ 

逓倍比 

（内部クロック） 

４逓倍 

（６４ＭＨｚ～ 

８０ＭＨｚ） 

８逓倍 

（１２８ＭＨｚ～ 

１６０ＭＨｚ） 

 

＊デバイスの逓倍比設定についてはＳＨ７２５３１Ｄのハードウェアマニュアルをご参照ください。 

 

 

２－３．ＩＤコードプロテクト機能 

 

２－３－１．ＩＤコードプロテクト機能 

ルネサスエレクトロニクス社製マイコンには、ＩＤコードを受信・解読する機能が組み込まれていま

す。 

この機能により、不正なデータの書き込み、及び読み出しを防ぐことができます。 

また、ＩＤ機能の利用法は、ＦＨ８２０コントロールモジュール インストラクションマニュアルを 

ご参照ください。 

 

 

２－３－２．ＩＤコードアドレス 

ＳＨ７２５３１ＤのＩＤコードアドレスは、以下の８バイトアドレスとなっております。 

 

【 ＩＤコードアドレス 】 

 ＃００００００６０ ～ ＃００００００６７ 
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３．ターゲットシステムとの接続と専用コネクタ 

 

３－１．信号一覧表 

マイコン信号名 NET IMPRESS 標準信号名 マイコン信号名 

Vss GND 15 1 GND Vss 

 TVpp1 16 2 TVccd PVcc 

 TVpp2 17 3 Vcc  

ｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞﾊﾟﾙｽ信号 WDT (18) (4) TRES 正論理/TRES 

 TAUX3(TVpp1C) 19 5 /TRES /RES 

MDA TAUX4(TVpp2C) (20) (6) TCK SCK_A(PJ4) 

 reserved 21 7 reserved  

 reserved 22 8 reserved  

 TAUX 23 9 TAUX2 (TRW)  

 TBUSY 24 (10) /TICS ﾏﾙﾁﾌﾟﾚｸｽ用信号 

 TI0 25 11 /TOE  

 TVccs 26 (12) TMODE MDB 

TxD_A(PJ5) TRXD 27 13 TTXD RxD_A(PJ6) 

Vss GND 28 14 GND Vss 

ターゲットプローブ信号表（ＦＨ８２０Ｍ２９） 

 

１． ○ は、必ず接続頂く信号線です。 

２．（ ）は、必要な時のみ接続してください。 

３．○ も（ ）も印のない信号線はターゲットシステムの回路には接続しないでください。 

詳細については、弊社サポートセンタにお問い合わせください。 

４．各信号線のインタフェイス回路については、プログラマ本体の『Ｉｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ Ｍａｎ

ｕａｌ』をご覧下さい。 
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３－２．代表的な接続例 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜ ターゲットシステムとの接続例 ＞ 

 

プルアップ及びプルダウン抵抗値は、マイコンのマニュアル、ライタとの回路構成等をご確認の上、

決定してください。 

 

＊１：必要に応じてご使用ください。 

＊２：ＵＲＡＴでご利用の場合は接続の必要はございません。 

＊３：ターゲットシステム上で所定の論理に設定される場合は接続の必要はございません。 

・モード設定方法 

信号名 値 

ＭＤＡ Ｖｓｓ 

ＭＤＢ Ｖｃｃ 

ライタとの接続する場合は使用する動作モードでプルアップｏｒプルダウン抵抗を入れて 

ください。 

＊４： ＭＤＣ，ＭＤＤは基板上でＬに設定してください。 

Wire 

NET IMPRESS Target System 

TVccd 

GND 

SCK_A(PJ4) 

RxD_A(PJ6) 

TxD_A(PJ5) 

MDB 

MDA 

PVcc Vss 

TRES 

*1 

(4) 

SH72531D 

 

/TICS 
(10) 

WDT 
(18) 

TCK 

TTXD 

TRXD 

(6) 

(13) 

(27) 

TAUX4 

TMODE 

(20) 

(12) 

(2) 

(1,14,15,28) 

MDC 

MDD 

/TRES /RES 
(5) 

*4 { 

*2 

*3 

*3 

Vcc 
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①“書き込みモード信号”など一部の書き込みに使用する信号がユーザシステムとの共用端子に定義

されている場合には、それらの信号のマルチプレクス回路をユーザシステムに実装してください。 

／ＴＩＣＳ信号は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのデバイスファンクション実行時にだけアサートされ

る信号です。 

この信号によって共用端子に実装される信号切り替えを行います。 

マルチプレクス回路をユーザターゲットシステムにいれていただくことにより、／ＴＩＣＳがネゲ

ートされている時（デバイスファンクションを実行していない時）にＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳが接続

されていない（コネクタを外した）状態と同一の条件をつくることができます。 

書き込み制御に使われるこれらの信号が、フラッシュマイコンから制御用専用信号線として定義さ

れるターゲットシステムでは、マルチプレクス回路は不要です。 

 

 

 

②ＷＤＴ信号端子には、ＷＤＴ Ｐｅｒｉｏｄ【 ＦＵＮＣ Ｄ５ 】で設定されたクロック信号がＮＥ

Ｔ ＩＭＰＲＥＳＳより出力されます。（常時出力）（オープンコレクタ出力） 

フラッシュメモリ書き込み中に、所定のクロック信号が必要なユーザ回路へ接続しご利用ください。 

 

 

③ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳでは、標準プローブ中に／ＴＲＥＳ信号を設けてあります。 

／ＴＲＥＳ信号は、ターゲットシステム内でワイヤードオアをとり、マイコンの／ＲＥＳＥＴ端子

に接続して頂けるよう、オープンコレクタ出力の信号としています。 

ＴＲＥＳ信号は、ターゲットシステムが正論理のリセット信号を必要としている場合にご利用いた

だけます。ＴＲＥＳ信号は、トーテムポール出力の信号です。 
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３－３．制御信号波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ライタ仕様 

 TPR1  200ms （min） 

 TRLW1 350ms （min） 

 TRLW2  100ms （min） 

 TRMS1  100ms （min） 

 TRMS2 50ms （min） 

 TRRS 100ms （min） 

 TPEW 100ms  （min） 

 

 

※１：”           ”は、Ｈｉｚを示します。 

※２：/ＴＲＥＳとＷＤＴはオープンコレクタ出力です。 

※３：オプション機能です。 

書き込みモード 

 ※3 

※2 

  

TPEW 

TPR1 
TRMS1 

TTXD 

TRXD 

/TICS 

/TRES 

TMODE 

WDT 

TRLW1 

TRMS2 

TCK 

TRRS 

※2 

  

TRLW2 

TAUX4 
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【動作手順】 

 

①フラッシュプログラマの電源投入後、ターゲットシステムの電源を入れてください。 

プログラマは電源投入直後から／ＴＲＥＳをアサートし､ＷＤＴ信号の出力を開始します。 

 

②デバイスファンクションの実行によって／ＴＩＣＳがアサートされ、フラッシュプログラム用の通

信チャネルがターゲットシステム上でフラッシュプログラマ側に接続されます。 

（フラッシュプログラム用の通信チャネル及び、関連信号が他のユーザ回路から独立して常時フラ

ッシュプログラマに専有されるシステムでは、本信号による信号切り替えは必要ありません） 

 

③マイコンのプログラミングモードが起動され、規定の通信回線を使ってＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳとの

通信を始めます。通信は、あらかじめ設定されている通信条件で行います。 

 

④プログラミング終了後、／ＴＩＣＳをネゲートします。 

デバイスファンクション非実行中は／ＴＲＥＳは常にアサートし、ＷＤＴ信号は常時出力します。 
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４．マイコンパックのロード方法 

４－１．ファイル構成 

本マイコンパックをご利用いただくにあたって、事前に以下のファイルをご用意ください。 

 弊社提供ファイル 

ファイル名 内容 

ＶｘｘｘｘＨ８２０．ＣＭ  
定義体ファイルです。 

＊本マイコンパックには付属しません。 

ＶｘｘｘｘＭ２９Ｈ８２０＿ｕｄｂ．ＰＲＭ 

ＳＨ７２５３１Ｄのデバイス情報が内蔵されており

ユーザメモリ＋ユーザブートメモリ＋データフラッ

シュの書き換えに対応したパラメータテーブルファ

イルです。   *1 

ＶｘｘｘｘＭ２９Ｈ８２０＿ｕ．ＰＲＭ 

ＳＨ７２５３１Ｄのデバイス情報が内蔵されており

ユーザメモリのみの書き換えに対応したパラメータ

テーブルファイルです。  *1 

ＶｘｘｘｘＭ２９Ｈ８２０＿ｂ．ＰＲＭ 

ＳＨ７２５３１Ｄのデバイス情報が内蔵されており

ユーザブートメモリのみの書き換えに対応したパラ

メータテーブルファイルです。 *1 

ＶｘｘｘｘＭ２９Ｈ８２０＿ｄ．ＰＲＭ 

ＳＨ７２５３１Ｄのデバイス情報が内蔵されており

ＥＥＰＲＯＭのみの書き換えに対応したパラメータ

テーブルファイルです。  *1 

ＶｘｘｘｘＭ２９Ｈ８２０＿１．ＢＴＰ *2 

ＶｘｘｘｘＭ２９Ｈ８２０＿２．ＢＴＰ 

書き込み制御プログラムです。ＹＩＭフォルダに配

置します。 

ｘｘｘ．ＢＴＰの拡張子のファイルはＹＩＭフォル

ダに唯一配置が可能です。 

他の名称のＢＴＰファイルがすでに存在するとき

は、必要に応じて保存した後、削除してください。 

ＹＭ２９Ｈ８２０．ＡＭＫ 
ＳＨ７２５３１ＤのＩＤコードアドレスガイダンス

用のマスターキーファイルです。 

ＹＭ２９Ｈ８２０．ＹＩＡ ＩＤコードマスク用のファイルです。 

   

ファイル名「Ｖｘｘｘｘ～～」のｘｘｘｘがバージョンを示します。 

各ファイルは予告無くバージョンが上がる場合があります。 

 

 お客様にご用意いただくファイル 

ファイル名 内容 

Ｏｂｊｅｃｔ．ｘｘｘ 
ユーザメモリ及びＥＥＰＲＯＭにプログラムするオ

ブジェクトファイルです。 *1 

ＸＸＸ．ＢＯＴ 

ユーザブートメモリにプログラムするオブジェクト

ファイルです。ｘｘｘ．ＢＯＴの拡張子のファイル

はＹＩＭフォルダに唯一配置が可能です。*1 

Ｏｂｊｅｃｔ．ＹＳＭ 

バッファＲＡＭ不正変化検出用のファイルです。 

詳細はＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのインストラクショ

ンマニュアルをご参照ください。 *3 
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＊１：ユーザメモリとユーザブートメモリ及びＥＥＰＲＯＭに関しての詳細はコントロール 

モジュールインストラクションマニュアル「第８章」をご参照ください 

＊２：周辺クロックの設定によりどちらか片方のみを使用してください。 

周辺クロック ×１：ＶｘｘｘｘＭ２９Ｈ８２０＿１．ＢＴＰ 

周辺クロック ×２：ＶｘｘｘｘＭ２９Ｈ８２０＿２．ＢＴＰ 

（周辺クロックの設定方法は、ＳＨ７２５３１Ｄのハードウェアマニュアルをご参照ください。） 

＊３：ユーザメモリとユーザブートメモリ及びＥＥＰＲＯＭをあわせた値を設定します。 
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４－２．リモートコントローラ（ＡＺ４９０）の接続 

ＡＺ４９０は、パーソナルコンピュータ（Ｗｉｎｄｏｗｓ環境）上で動作いたします。 

パーソナルコンピュータ（ＩＢＭ－ＰＣ）とＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳをＥＴＨＥＲＮＥＴケーブルで接

続します。 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳには、ターゲットマイコン用のコントロールモジュールを実装しておきます。 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳに実装されたコントロールモジュールにマイコンパックをロードすることと

なります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾊﾟｰｿﾅﾙｺﾝﾋﾟｭｰﾀ 

 

NET IMPRESS 

ｺﾝﾄﾛｰﾙﾓｼﾞｭｰﾙ 

ETHERNET 

 

 

 

 

 

 



 15 

 

４－３．マイコンパックのロード方法 

マイコンパックのロードは、リモートコントローラ（ＡＺ４９０）でおこないます。 

【 Ｆｉｌｅ Ｔｒａｎｓｆｅｒ】画面の【 Ｌｏａｄ Ｐａｒａｍｅｔｅｒ 】の機能を使用し、マイコ

ンパックのパラメータファイルを定義体へロードします。 

パラメータロード機能を選択いたしますと、パラメータファイルを選択する画面が表示されますので、 

本マイコンパックのパラメータファイルを選択し、実行してください。 
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５．ご利用上の注意 

 

① 本コントロールモジュールは、弊社フラッシュマイコンプログラマ専用のコントロールモジュール

です。弊社、フラッシュマイコンプログラマ以外ではご使用にならないでください。 

 

② 本コントロールモジュールは指定されたフラッシュマイコン専用のものです。 

他のマイコンへの書き込みには、書き込みを行うマイコン専用のコントロールモジュールをご利用

ください。マイコンとコントロールモジュールとの対応を誤って使用すると、ターゲットシステム

を破壊する恐れがあります。 

 

③ ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳは、ターゲットシステムとのインタフェイスＩＣ（ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ

内部ＩＣ）電源用に数ｍＡの電流をＴＶｃｃｄ端子より消費いたします。 

 

④ デバイスファンクション又は、ファンクション実行中には、コントロールモジュールの脱着は、行

わないでください。 

コントロールモジュールアクセス中に、脱着してしまいますとコントロールモジュールを破壊する

恐れがあります。 

 

⑤ フラッシュマイコンプログラマは、コントロールモジュールを実装した状態で動作します。 

 

 

 

 


